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《
主
な
内
容
》

12月定例会

・
一般会計補正予算案など 
議案31件、請願７件を審議

…… P.2

・常任委員会の審査報告…… P.３〜5

・一般質問……………………P.6〜11

・市民の声…………………………P.12

両川保育園

　昨年創立 50周年を迎えた当園は、

豊かな自然に恵まれた環境にありま

す。

　「子どもの伸びゆく力を信じ『今』

をいきいきと、そして輝く未来につ

ながる保育を」と、創意工夫を重ね

ながら日々の保育に努めています。

　そして、何より子どもや保護者と

の信頼関係を大切にし、育児の喜び

や苦労を共に分かち合いたいと思っ

ています。

　また、園庭開放・子育て相談・学

童保育など行って積極的に地域の子

育て家庭も応援しています。

⑩「少子化の中で保育園は、今」
南院内保育園

　院内支所より国道387号線を玖珠

方面に６キロ程行ったところにあり

ます。

　南院内小学校と並んで建っており、

園舎、園庭は広々とし、ゆったりと

した環境の中で子どもたちはのびの

びと遊んでいます。園内は家庭的な

雰囲気に包まれ、子供同士とてもな

かよしです。

　また卒園していった子どもたち

（現南院内小学校生）との交流もあり、

一緒に芋植え、芋掘りを楽しみまし

た。

　昨年の秋には、小学生が園の壁に

南院内の特色を描きあらわした色鮮

やかな壁画が完成しました。明るい

話題と共に活気づき、通る人の目を

楽しませています。

（認可保育園）

（院内町香下1492-2）

（認可保育園）

（院内町下恵良686）

　　　　　　　　
　どなたでも議会本会議や委員会の傍聴がで

きます。ただし、委員会は会議室の都合など

によっては傍聴できないこともありますので、

事前にお問い合わせください。

議会事務局　☎32-2328

お 知 ら せ
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〔
本
会
議
第
１
日
〕
（
11

／
30

）

◇
議
案
の
上
程
及
び
説
明

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
案
の
ほ
か
、
資
源
ご
み
の
収
集
、

運
搬
を
無
料
化（
資
源
ご
み
袋
の
無
料
化
）

す
る
た
め
の
条
例
の
改
正
案
な
ど
28
議
案

と
報
告
１
件
が
上
程
さ
れ
、
市
長
か
ら
提

案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
決
算　
　

　

認
定
案
（
12
件
）
の
審
査
報
告

　

９
月
定
例
会
よ
り
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
平
成
20
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
案
の
審
査
報
告
が
決
算
特
別
委

員
長
（
中
島
孝
行
議
員
）
よ
り
行
わ
れ
、

続
い
て
各
常
任
委
員
長
か
ら
11
件
の
特
別

会
計
決
算
認
定
案
の
審
査
報
告
が
あ
り
、

全
12
議
案
を
認
定
し
ま
し
た
。

◇
給
与
条
例
改
正
案
の
上
程

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
市
特
別
職
と
職

員
の
期
末
手
当
や
給
与
条
例
の
改
正
案
、

同
じ
く
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
引
き

下
げ
る
議
員
報
酬
条
例
改
正
案
が
上
程
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

〔
本
会
議
第
２
～
４
日
〕　

（
12

／
4

～
8

）

◇
一
般
質
問

　

３
日
間
に
わ
た
り
、
13
名
か
ら
市
政
一

般
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
本
会
議
第
５
日
〕
（
12

／
9

）

◇
議
案
質
疑

　

上
程
さ
れ
た
議
案
に
対
し
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
市
葬
斎
場
や
す
ら

ぎ
の
里
」
の
指
定
管
理
者
の
指
定
案
に
つ

い
て
12
人
の
議
員
か
ら
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
．
指
定
管
理
者
制
度
の
目
的
は
。

Ａ
．
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
経
費

の
節
減
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
。

Ｑ
．
管
理
者
の
選
定
基
準
は
。

Ａ
．
総
合
評
価
方
式
。
そ
の
内
容
（
評
価

項
目
）
は
18
項
目
で
、選
定
委
員
（
５
名
）

各
１
０
０
点
。
計
５
０
０
点
満
点
で
最
高

得
点
者
を
市
長
が
指
定
管
理
候
補
者
と
す

る
。

Ｑ
．
選
定
に
当
た
り
経
費
縮
減
よ
り
も
総

合
点
を
重
視
し
た
理
由
は
何
か
。

Ａ
．
審
査
基
準
に
つ
い
て
は
適
正
な
維
持

管
理
、
施
設
の
目
的
に
沿
っ
た
効
果
的
な

事
業
の
実
施
、
環
境
の
管
理
、
環
境
運
営

面
で
の
安
定
性
、
経
費
の
縮
減
そ
の
他
と

い
う
こ
と
で
18
項
目
に
渡
っ
て
採
点
し
、

高
得
点
者
を
選
定
し
た
。

Ｑ
．
市
が
提
示
し
た
基
準
額
と
Ａ
社
（
選

定
者
）
の
提
案
額
が
同
じ
と
い
う
こ
と
に

矛
盾
は
な
い
の
か
。

Ａ
．
個
別
費
目
の
内
容
の
検
討
を
加
え
て

適
正
な
維
持
管
理
、
管
理
費
の
運
営
経
費

の
削
減
等
を
対
象
と
し
て
い
る
。

〔
本
会
議
第
６
日
〕
（
12

／
16

）

◇
各
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
の
後
、

　

質
疑
・
討
論
・
採
決

　

各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
さ
れ
た
議

案
・
請
願
の
審
査
報
告
が
あ
り
、
そ
の
審

査
結
果
を
基
に
採
決
を
行
い
、
議
案
27
件

は
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
、
請
願
５
件

を
採
択
し
ま
し
た
。

◇
追
加
議
案
の
上
程
（
３
件
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
案
が
追
加
提
案
さ
れ
、同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
案
２
件

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　

加
藤　

智
彦
氏
（
安
心
院
町
且
尾
）

12月定例会
（11/30〜12/16）

※柳ヶ浦にある雇用促進住宅宇佐宿舎の

土地及び建物取得案を可決　　　　

••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••

　

平
成
21
年
12
月
定
例
会
が
11
月
30

日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
17
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
追
加
を
含
め

31
件
で
、
30
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
・

同
意
。
「
市
葬
斎
場
や
す
ら
ぎ
の
里
」

の
指
定
管
理
者
の
指
定
案
を
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

請
願
７
件
の
う
ち
５
件
を
採
択
、
２

件
は
継
続
審
査
。
意
見
書
案
２
件
を

可
決
し
ま
し
た
。
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議案、請願は所管の常任委員会に付託され、詳細な

審査を行います。審査結果は本会議に報告し、それ

を基に採決を行います。委員会報告
総  
務　
（
12
／
10
）

文
教
福
祉　
（
12
／
11
）

件　　　　　　　　名 結　果

議第109号 平成21年度宇佐市一般会計補正予算（第6号）

可　決
内　　容

歳出補正の主なものは、防犯パトロール車購入事業１９０万円、要援護者避難
支援事業１６万１千円、全国瞬時警報システム整備事業６６８万５千円など。

議第118号 宇佐市職員の退職手当に関する条例の一部改正について

可　決
内　　容

退職手当について新たな支給制限及び返納の制度を設け、退職手当制度の一層
の適正化を図るための改正。

議第119号
宇佐市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改
正について

可　決

内　　容
日額で報酬の額が定められている委員が学識経験者である場合において、その
報酬の額を増額できるようにするなどの所要の改正。

議第135号 宇佐市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定について

可　決
内　　容

既に北馬城郵便局及び封戸郵便局で行っている戸籍等の交付事務について、平
成２２年２月１日から新たに市内１６の郵便局においても取り扱うことができ
るようにするため、議会の議決を求めるもの。

議第137号 宇佐市特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例等の一部改正について

可　決
内　　容

本年の人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じて、市長、副市長及び
教育長の期末手当の支給月数を引き下げる措置を講じるための改正。

議第138号 宇佐市職員の給与に関する条例等の一部改正について

可　決
内　　容

本年の人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じて、職員の給料月額、
期末手当及び勤勉手当の支給月数を引き下げる措置を講じるための改正。

請願第17号「所得税法56条の廃止を求める意見書」採択を求める請願書

継続審査
内　　容

日本政府に対し、税法上も、民法、労働法や社会保障上でも、家族従業者の人
権保障の基礎をつくるためにも、所得税法５６条を廃止することを求める意見
書の提出を求める請願。

件　　　　　　　　名 結　果

議第109号 平成21年度宇佐市一般会計補正予算（第6号）

可　決
内　　容

主なものは、重度障害者等の医療費受給者数の増加による給付費1000万円の増
額、生活保護世帯数・保護人員の増加によるものと、政権交代による一人親世帯の
母子加算分の復活による1億円の増額などを計上。

議第110号 平成21年度宇佐市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
可　決

内　　容 主なものは、医療費通知件数の増による手数料等の増額。

議第111号 平成21年度宇佐市介護保険特別会計補正予算（第2号）

可　決
内　　容

主なものは、利用者数の増加に伴う、居宅介護サービス給付費及び居宅介護サー
ビス計画給付費の増額。

議第115号 平成21年度宇佐市介護サービス事業特別会計補正予算（第1号）
可　決

内　　容 人件費などの所要額調整による科目の組替えを行うもの。

議第121号 宇佐市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について

可　決

議第122号 宇佐市介護保険条例の一部改正について

内　　容
議第121号・122号の2件は、法改正により社会保険料全般について延滞金の軽減
措置がなされたことに伴い、後期高齢者医療保険料及び介護保険料についても同
様の措置を行うための改正。

議第136号
専決処分の承認を求めることについて（平成21年度宇佐市一般会計補正予算
（第5号））

承　認

内　　容
新型インフルエンザワクチンの接種費用について、国の方針に基づく低所得者を
対象とした全額補助、及び市単独の施策として優先接種者への一部助成にかかる
費用の予算措置を市長により専決処分したもの。



8うさ議会  2010.2.5 4

建
設
環
境　
（
12
／
11
）

件　　　　　　　　名 結　果

議第109号 平成21年度宇佐市一般会計補正予算（第6号）

可　決
内　　容

主なものは、４款の衛生費において、水道未普及地域での水源確保対策として
試掘ボーリングを行う水道資源開発事業１，０００万円の増額、８款の土木費に
おいて、公共下水道事業特別会計繰出金７４１万９千円の減額など。

議第112号 平成21年度宇佐市簡易水事業特別会計補正予算（第2号）

可　決
内　　容

簡易水道建設事業の県補助金の増額による財源更正と給与等の所要調整による
人件費の増額を行うもの。

議第113号 平成21年度宇佐市公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）

可　決議第114号 平成21年度宇佐市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）

内　　容 議第１１３号・議第１１４号の２件は、人件費の所要額調整により増額するもの。

議第116号 平成21年度宇佐市水道事業会計補正予算（第1号）
可　決

内　　容 電子計算機等賃貸借ほか、４件について債務負担行為を設定するもの。

議第120号 宇佐市廃棄物の適正処理及び再利用等に関する条例の一部改正について

可　決
内　　容

資源ごみの分別促進と資源リサイクルの推進を図るため、資源ごみの収集、運
搬に関する手数料を無料化する改正を行うもの。

議第126号 不動産の取得について

可　決
内　　容

雇用促進住宅宇佐宿舎の土地及び建物を取得することについて、議会の議決を
求めるもの。

議第127号 宇佐市公共賃貸住宅条例の制定について

可　決
内　　容

議第１２６号で取得する不動産を公共賃貸住宅として活用するために必要な事
項を定めるため、条例を制定するもの。

議第128号 訴えの提起について

可　決
内　　容

市営住宅の滞納家賃等の支払いを求めることについて、訴えを提起するため、
議会の議決を求めるもの。

議第129号 訴えの提起について

可　決
内　　容

市営住宅の明渡し等を求めることについて、訴えを提起するため、議会の議決
を求めるもの。

議第130号 訴え提起前の和解申立てについて

可　決
内　　容

市営住宅の滞納家賃がある入居者に対して、家賃の支払い等について、提起前
の和解を申し立てるため、議会の議決を求めるもの。

議第132号 指定管理者の指定について（宇佐市葬斎場やすらぎの里）

継続審査
内　　容

宇佐市葬斎場「やすらぎの里」の施設管理を指定管理候補者として選定した団
体に平成２２年４月１日から指定管理者として指定することについて、議会の
議決を求めるもの。

議第134号 市道路線の認定について
可　決

内　　容 市道として新たに５路線を認定することについて、議会の議決を求めるもの。

請願第12号 市道川原線改良に関する請願書
継続審査

内　　容 市道川原線の一部未改良部分の改良を求めるもの。

請願第14号 産業廃棄物中間処理施設の建設に反対する請願書

採　択
内　　容

中津市の会社が、大字浜高家に産業廃棄物処理施設を設置許可申請しているこ
とに対し、議会から大分県に対して、その設置に反対する旨の意見書の提出を
求めるもの。
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産
業
経
済　
（
12
／
10
）

件　　　　　　　　名 結　果

議第109号 平成21年度宇佐市一般会計補正予算（第6号）

可　決

内　　容

農林水産業費では、あじむ農業公社の農作業の効率化と経営基盤の安定化を
図るため、農業機械更新に対する補助として３８０万円の増額。果樹・茶園
団地の長期大規模土地集積を推進する費用に対する補助で事業面積拡大のた
め３８３万７千円の増額。県営農免農道整備事業の確定にともなう負担金
２５０万円の増額など。災害復旧費では、７月下旬の梅雨前線豪雨による農地
農業用施設災害復旧費１３８万７千円の増額。労働費では、後年度の雇用・就
労施策支援を実施する財源とするため、新たに「地域雇用創出推進基金」を設
置し、本年度交付税措置された地域雇用創出推進費相当分の積立 １億５千万円
の増額。

議第117号 宇佐市地域雇用創出推進基金条例の制定について

可　決

内　　容
雇用創出につながる地域の実情に応じた事業を実施できるようにするため、国
から交付される地域雇用創出推進費を財源とする基金を設置する条例を制定す
るもの。

議第123号 宇佐市工場等設置促進条例の一部改正について

可　決

内　　容
奨励金の対象となる業種の拡大、奨励金額の増額等を行い、新たな企業誘致及
び市内企業の積極的な増資を促進し、本市経済の活性化と雇用の拡大を図るた
め、所要の改正を行うもの。

議第124号 宇佐市担い手農地集積高度化促進事業分担金徴収条例の一部改正について

可　決

内　　容
農地の効率的な利用を図るために実施する農地集積事業について、国において
事業名等が変更された場合に対応できるようにするため、改正を行うもの。

議第125号 宇佐市天津農村婦人の家条例の一部改正について

可　決

内　　容
天津農村婦人の家に指定管理者制度を導入できるようにするため、改正を行う
もの。

議第131号 指定管理者の指定について（宇佐市余谷棚田交流施設）

可　決
議第133号

指定管理者の指定について（家族旅行村「安心院」／宇佐市安心院Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター／宇佐市安心の里交流施設）

内　　容
議第１３１号・議第１３３号の２件は、指定管理候補者として、平成２２年４
月１日から公の施設の管理をそれぞれ行わせるため、指定管理者として指定す
るもの。

請願第11号 漁業再生に関する請願書

採　択

内　　容
今、宇佐市の漁業は、高齢化の進行や後継者問題とあわせ、深刻な状況下にある。
そこで、漁業の重要性を加味し、漁業再生に向けて力強い対策及び支援を求め
るもの。

請願第13号 宇佐木材に関する請願書

採　択

内　　容

昨今の木材業界は、住宅建築の減少、材価の低迷で厳しい状況が続いている。
このような中、県下でも助成事業がすでに行われている市もあり、宇佐市にお
いても宇佐市産材の需要拡大のため、補助金等も含めた方策の早期実施を求め
るもの。

請願第15号 住宅の新設およびリフォームへの助成制度の実施を求める請願書

採　択

内　　容
地元業者の仕事おこしと、地域経済の活性化につながる住宅の新築およびリ
フォームへの助成制度の早期実施を求めるもの。

請願第16号「改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書」の提出を求める請願書

採　択
内　　容

多重債務の未然防止を図り、高金利がもたらす市民生活への悪影響を解消するた
め、改正貸金業法の早期完全施行等について、国への意見書の提出を求めるもの。 
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同
意
し
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

答　

業
者
の
報
告
書
を
見
て
住
民
の
方
の

意
見
を
十
分
お
聞
き
し
た
い
。
地
元
の
合

意
が
前
提
で
あ
り
、
そ
の
意
向
を
尊
重
し

た
い
。

問
④　

資
力
の
な
い
世
帯
か
ら
の
国
保
証

の
と
り
上
げ
中
止
を
。

答　

資
力
の
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
調
査

し
、
対
応
し
た
い
。

問
⑤　

7
億
円
の
福
祉
の
街
づ
く
り
基
金

を
財
源
に
緊
急
福
祉
電
話
の
無
料
化
を
。

答　

考
え
て
い
な
い
。

問
⑥　

中
学
校
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

は
い
つ
ま
で
に
実
施
し
た
い
の
か
。

答　

県
が
平
成
22
年
10
月
か
ら
入
院
助
成

を
実
施
予
定
で
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
い
。

問
⑦　

介
護
保
険
課
を
本
庁
に
戻
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
視
点
で
見
直
し
た

い
。

問
⑧　

宇
佐
駅
停
車
の
特
急
の
増
便
を
。

答　

Ｊ
Ｒ
に
必
要
な
働
き
か
け
を
し
た
い
。

問
①　

校
舎
取
壊
し
の
時
期
と
跡
地
利
用
。

答　

管
理
責
任
は
宇
佐
市
に
あ
る
の
で
早

急
な
取
壊
し
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
早
く
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

も
認
識
し
て
い
る
の
で
早
期
解
体
に
向
け

て
鋭
意
努
力
す
る
。

　

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
若
者
定
住
促

進
に
向
け
た
公
営
住
宅
の
建
設
要
望
も
あ

り
、「
宇
佐
市
公
有
財
産
検
討
委
員
会
」

で
協
議
す
る
。

　

公
営
住
宅
は
、
過
疎
地
域
に
も
十
分
目

配
り
を
し
て
検
討
す
る
。

問
②　

太
陽
光
発
電
設
置
家
庭
に
対
す
る

補
助
金
に
つ
い
て
。

答　

宇
佐
市
内
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
太

陽
光
発
電
設
備
の
売
電
件
数
は
平
成
21
年

10
月
末
日
で
５
４
０
件
。

　

国
も
環
境
対
策
が
重
要
な
柱
の
一
つ
と

位
置
付
け
て
い
る
の
で
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
順
次
検
討
し
た
い
。

問
③　

旧
宇
佐
市
内
で
検
討
さ
れ
た
道
の

駅
の
現
況
と
今
後
の
方
針
は
。

答　

「
道
の
駅
」
は
道
路
利
用
者
の
利
便

性
の
確
保
、
及
び
地
域
の
情
報
発
信
を
目

的
と
し
た
施
設
で
市
町
村
等
が
設
置
者
で

あ
る
。
現
在
「
道
の
駅
い
ん
な
い
」
が
あ

る
が
旧
宇
佐
市
内
で
は
計
画
は
な
い
。

　

安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
環
境
の
形
成

並
び
に
地
域
振
興
の
上
か
ら
も
、
道
の
駅

の
必
要
性
は
十
分
理
解
を
し
て
い
る
が
、

事
業
規
模
が
多
額
で
あ
る
こ
と
や
、
近
年

の
景
気
低
迷
に
よ
り
、
経
営
悪
化
に
陥
っ

て
い
る
道
の
駅
が
多
い
等
の
点
か
ら
新
た

な
建
設
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

宇
佐
市
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
の

中
で
道
の
駅
等
の
設
置
の
検
討
が
決
定
さ

れ
れ
ば
、
し
っ
か
り
と
検
討
す
る
。

問
①　

用
地
の
公
募
条
件
は
6
万
㎡
の
確

保
、
隣
接
地
を
含
む
土
地
所
有
者
の
同
意
、

法
令
に
よ
る
規
制
は
な
い
の
3
点
か
。

問
②　

ま
ち
作
り
支
援
計
画
で
、
地
域
振

興
事
業
費
3
億
円
を
補
助
す
る
。
ま
ち
作

り
協
議
会
が
策
定
し
た
施
設
や
道
路
の
整

備
計
画
に
沿
っ
て
実
施
す
る
。

問
③　

地
域
振
興
事
業
費
の
3
億
円
は
国
、

県
の
補
助
対
象
な
の
か
、
ま
た
は
3
市
の

問
①　

住
宅
の
新
築
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム
の

助
成
制
度
の
実
施
を
。

答　

経
済
効
果
が
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識

し
て
い
る
。
国
の
制
度
が
で
き
れ
ば
そ
れ

を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問
②　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
。

⑴　

市
内
の
県
営
住
宅
の
入
居
手
続
き
を

宇
佐
市
の
土
木
事
務
所
で
で
き
る
よ
う
に
。

答　

平
成
22
年
4
月
か
ら
市
と
宇
佐
土
木

事
務
所
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

⑵　

入
居
者
が
い
な
い
空
部
屋
は
常
時
入

居
で
き
る
よ
う
に
。

答　

複
数
回
の
募
集
で
入
居
者
が
い
な
い

場
合
は
、
随
時
入
居
を
受
け
付
け
る
。

問
③　

企
業
の
法
令
遵
守
に
つ
い
て
。

⑴　

有
給
休
暇
を
認
め
な
か
っ
た
り
、
残

業
代
が
未
払
い
だ
っ
た
り
す
る
誘
致
企
業

に
対
し
、
指
導
を
。

答　

相
談
が
あ
れ
ば
協
力
を
し
た
い
。

⑵　

高
家
の
産
廃
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

は
住
民
の
圧
倒
的
多
数
が
反
対
し
て
い
る
。

市
長
は
住
民
の
同
意
な
し
に
は
、
建
設
に

取壊しを待つ旧津房小学校校舎

市
政
一
般
に　

　

対
す
る
質
問

　

12
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問

は
３
日
間
に
わ
た
っ
て
、
13
名
の
議

員
か
ら
質
問
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

中
学
校
ま
で
の
医
療
費
助
成
は

県
の
平
成
22
年
10
月
か
ら
の
実

施
予
定
に
あ
わ
せ
た
い

用
松 
律
夫　

議
員

津
房
小
学
校
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て

新
開 
洋
一　

議
員

広
域
ご
み
処
理
施
設
用
地
の

公
募
に
つ
い
て

広
岡 

利
公　

議
員
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自
己
負
担
な
の
か
。

問
④　

豊
後
高
田
市
で
は
公
募
用
地
は
ほ

ぼ
決
定
ず
み
の
様
で
、
自
己
負
担
の
配
分

ま
で
宇
佐
市
負
担
分
1
億
5
千
２
４
万
円
、

国
東
市
が
8
千
5
２
０
万
円
、
豊
後
高
田

市
6
千
2
４
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
様
だ

が
、
宇
佐
市
は
承
知
の
上
な
の
か
。
市
の

財
政
は
大
丈
夫
か
。

問
⑤　

豊
後
高
田
市
選
出
の
広
域
議
員
が

永
松
市
長
に
相
談
し
た
結
果
、
市
長
曰
く

地
元
県
議
と
よ
く
相
談
せ
よ
と
の
こ
と
だ
。

宇
佐
市
の
場
合
、
地
元
県
議
に
相
談
す
る

の
か
答
え
て
下
さ
い
。
こ
れ
で
は
広
域
議

員
12
名
に
失
礼
で
は
な
い
か
。

問
⑥　

宇
佐
市
は
施
設
用
地
の
公
募
に
申

請
す
る
の
か
。

答　

4
点
目
「
自
己
負
担
の
配
分
ま
で
決

ま
っ
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
各

市
の
配
分
率
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
段
階

で
は
決
定
し
て
い
な
い
。

　

次
に
６
点
目
の
「
宇
佐
市
は
施
設
用
地

の
公
募
に
申
請
す
る
の
か
」
に
つ
い
て
で

す
が
、
現
在
、
宇
佐
・
高
田
・
国
東
広
域

圏
事
務
組
合
が
公
募
し
て
い
る
の
は
自
治

会
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
自
治
体
か

ら
の
申
請
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
他
に
つ
い
て
は
、
広
域
圏
事
務
組
合
に

係
る
こ
と
で
あ
り
、
答
弁
は
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

問
①　

高
家
の
産
廃
処
理
施
設
の
建
設
に

つ
い
て
、
許
可
な
く
基
礎
工
事
を
し
て
い

る
な
ど
、
地
元
か
ら
不
満
の
声
が
大
き
い
。

全
高
家
地
区
の
陳
情
に
応
え
て
、
建
設

反
対
の
意
見
書
を
県
に
上
げ
る
べ
き
だ
が
。

答　

地
元
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
意
向
に

添
っ
て
、
市
長
の
意
見
書
を
あ
げ
る
。

問
②　

中
心
地
域
の
保
育
園
は
ど
こ
も

い
っ
ぱ
い
で
入
所
が
で
き
な
い
実
態
が
あ

る
。
県
に
22
億
円
の
「
安
心
子
ど
も
基
金
」

が
あ
り
、
認
可
・
無
認
可
関
わ
ら
ず
保
育

環
境
の
整
備
を
。

答　

検
討
し
た
い
。

問
③　

２
０
０
人
を
超
え
る
認
可
外
保
育

園
に
通
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
を
、
市

長
が
決
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

保
育
料
の
軽
減
に
な
る
「
に
こ
に
こ

保
育
支
援
事
業
」
を
認
可
外
保
育
園
に
実

施
す
る
の
は
制
度
的
に
困
難
。

問
④　

児
童
館
の
建
設
を
最
重
要
項
目
と

位
置
づ
け
て
き
た
が
、
９
月
議
会
で
確
認

し
た
先
進
地
の
視
察
や
建
設
に
む
け
て
の

具
体
策
は
。

答　

別
府
の
児
童
館
を
視
察
し
た
が
、
具

体
策
は
で
き
て
い
な
い
。

問
⑤　

深
刻
な
不
況
の
中
、
学
ぶ
権
利
を

支
え
る
命
綱
で
あ
る
就
学
援
助
制
度
の
基

準
の
引
き
上
げ
、
周
知
・
徹
底
を
。
ま
た
、

中
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
費
も
対
象
に
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

基
準
は
現
行
通
り
で
い
く
。
制
度
の

周
知
は
、
担
任
に
よ
る
個
別
対
応
も
さ
ら

に
す
す
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。
国
が

ク
ラ
ブ
活
動
も
対
象
に
す
れ
ば
実
施
す
る
。

問
⑥　

全
世
帯
の
４
割
が
加
入
す
る
国
保

税
に
つ
い
て
、
滞
納
も
多
く
、
収
入
に
比

べ
て
負
担
が
重
過
ぎ
る
。
国
保
税
の
引
き

下
げ
を
。
特
に
、
失
業
な
ど
収
入
減
の
方

へ
減
免
制
度
の
周
知
が
不
十
分
な
の
で
は
。

答　

生
活
困
窮
者
が
多
く
、
国
保
税
の
負

担
が
重
く
な
っ
て
い
る
。
国
に
国
庫
補
助

の
引
き
上
げ
を
求
め
て
い
る
。
周
知
は
対

象
者
へ
の
通
知
な
ど
行
う
。

問
⑦　

市
営
住
宅
の
減
免
実
施
が
未
だ
少

な
く
、
制
度
の
周
知
を
。

答　

周
知
は
ち
ら
し
配
布
な
ど
十
分
で
き

て
い
る
。

問
①　

２
０
０
９
年
度
補
正
予
算
の
見
直

し
で
、
無
駄
が
多
い
と
の
理
由
で
総
額

2
兆
５
１
６
９
億
円
の
執
行
を
停
止
し
た
。

宇
佐
市
に
お
け
る
影
響
は
。

答　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
て
の

５
２
２
０
万
円
と
農
地
有
効
利
用
支
援
整

備
事
業
補
助
金
の
１
５
０
万
4
千
円
で
あ

る
。

問
②　

経
費
削
減
と
い
う
観
点
か
ら
L
E

D
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
照
明
を
一
般
照

明
用
と
し
て
試
し
て
み
る
気
は
な
い
か
。

答　

市
施
設
の
改
修
計
画
の
な
か
で
、
経

費
節
減
や
C
O２
削
減
の
環
境
対
策
等
を

検
証
し
な
が
ら
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問
③　

65
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
市
民
に
公
的
な
本
人
確
認
書
類

と
し
て
利
用
で
き
る
顔
写
真
付
き
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
無
料

交
付
は
で
き
な
い
か
。

答　

実
施
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
す
る
。

問
④　

自
主
財
源
確
保
の
為
に
市
指
定
の

有
料
ご
み
袋
に
広
告
を
掲
載
す
る
考
え
は
。

答　

本
年
度
の
ご
み
袋
作
成
委
託
時
に
お

い
て
、
検
討
し
た
が
作
成
費
が
上
が
る
為

実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
引
き

続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問
⑤　

介
護
問
題
に
つ
い
て
。

⑴　

離
職
率
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

高
家
の
産
廃
建
設
に
市
長
の

反
対
意
見
書
を　

今
石 

靖
代　

議
員

市
政
一
般
に
つ
い
て

中
山 

実
生　

議
員

建設予定地付近に立つ看板



8うさ議会  2010.2.5

そ
の
原
因
は
。

答　

仕
事
の
割
り
に
賃
金
が
低
い
な
ど
介

護
従
事
者
の
処
遇
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
県
に
設
置
し
た
基
金
よ
り
介
護
職
員

処
遇
改
善
交
付
金
を
介
護
事
業
者
に
交
付

す
る
。

⑵　

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

何
が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

答　

第
4
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
国
の
動
向

を
見
守
る
。

⑶　

本
人
の
年
金
で
入
れ
る
施
設
が
理
想

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

食
費
や
居
住
費
に
軽
減
措
置
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
そ

れ
ぞ
れ
に
負
担
額
の
上
限
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
で
も
高
額
と
な
る
場
合
「
高

額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
」
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

問
①　

宇
佐
市
の
行
財
政
に
つ
い
て
。

⑴　

平
成
21
年
度
の
自
主
財
源
見
通
し
と
、

将
来
的
な
自
主
財
源
増
の
対
象
は
。

答　

厳
し
い
経
済
情
勢
や
雇
用
情
勢
が
影

響
し
、
平
成
21
年
度
は
大
幅
に
減
少
の
見

込
み
。
自
主
財
源
確
保
対
策
は
一
次
・
二

次
・
三
次
産
業
毎
に
各
分
野
が
求
め
る

ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
施
策
を
積
極
的
に

展
開
し
税
収
確
保
に
努
力
す
る
方
針
。

⑵　

五
ヶ
年
計
画
で
推
進
し
た
行
財
政
改

革
の
成
果
と
更
な
る
改
革
に
つ
い
て
は
。

答　

当
初
の
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
す
る
見
込

み
で
す
。
国
の
地
方
財
政
計
画
が
示
さ
れ

た
後
、
本
市
の
財
政
推
計
を
見
極
め
て
第

二
次
行
財
政
改
革
の
方
向
を
示
し
た
い
。

問
②　

生
活
道
問
題
に
つ
い
て
。

⑴　

市
道
以
外
の
生
活
道
は
傷
み
が
ひ
ど

い
が
改
修
や
補
修
に
、
一
部
負
担
と
材
料

提
供
の
み
が
負
担
と
な
り
放
置
さ
れ
た
状

況
に
あ
る
。
行
政
は
止
む
な
し
な
の
か
。

答　

市
道
の
整
備
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
る
。
市
道
以
外
の
生
活
道
路
は
当
面

穴
埋
め
等
の
補
修
で
対
応
し
な
が
ら
、
整

備
方
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

く
。

問
③　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
。

⑴　

就
職
氷
河
期
の
中
、
当
市
高
校
生
の

就
職
内
定
率
と
雇
用
拡
大
対
策
は
ど
う
か
。

答　

宇
佐
高
田
管
内
で
は
、
68
・
1
％
の

内
定
率
、
雇
用
拡
大
対
策
は
「
ふ
る
さ
と

雇
用
再
生
特
別
交
付
金
事
業
」
と
「
緊
急

雇
用
創
出
事
業
」
に
て
合
計
89
名
の
雇
用

が
図
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
随
時
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
。

問
④　

市
民
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
。

⑴　

市
民
の
安
全
管
理
は
行
政
の
重
要
事

項
と
思
う
が
、
国
民
保
護
法
も
含
め
た
市

民
の
安
全
対
策
は
。

答　

平
成
22
年
度
か
ら
は
青
色
パ
ト
カ
ー

を
導
入
し
、
市
内
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
う
よ
う
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
緊
急
対

処
事
態
に
は
、
市
民
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
市
が
行
う
べ
き
措
置
を
定
め
た
「
宇
佐

市
国
民
保
護
計
画
」
に
沿
っ
て
迅
速
に
対

応
す
る
。

問
①　

行
政
刷
新
会
議
が
進
め
る
事
業
仕

分
け
が
行
わ
れ
た
。
厳
し
い
判
断
が
相
次

ぐ
が
、
宇
佐
市
に
お
け
る
影
響
は
。

答　

市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
地
方
負
担
増

に
な
ら
な
い
よ
う
、
要
請
を
考
え
て
い
る
。

国
の
情
報
収
集
に
努
め
、
政
策
動
向
を
的

確
に
把
握
し
、
慎
重
に
対
処
す
る
。

問
②　

「
宇
佐
市
地
域
情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
」
が
平
成
21
年
・
22
年
に
整
備
さ

れ
る
。
企
業
誘
致
、
地
域
産
業
の
活
性
化

を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

答　

法
人
向
け
の
超
高
速
・
大
容
量
の
情

報
通
信
が
利
用
で
き
、
企
業
、
事
業
所
が

進
出
し
易
い
環
境
整
備
が
で
き
る
。
ま
た

市
内
で
生
産
や
加
工
さ
れ
た
農
海
産
物
等

の
特
産
品
を
ネ
ッ
ト
で
販
売
す
る
こ
と
に

よ
り
地
域
産
業
の
活
性
化
に
な
る
。

問
③　

学
校
事
務
職
員
が
、
平
成
22
年
度

よ
り
セ
ン
タ
ー
化
さ
れ
る
が
、
職
員
の
研

修
及
び
問
題
点
は
。

答　

検
討
委
員
会
や
校
長
会
等
で
協
議
し
、

必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

問
④　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
学

校
、
学
級
閉
鎖
が
行
わ
れ
て
い
る
。
学
校

行
事
等
の
影
響
や
児
童
生
徒
の
ケ
ア
は
。

答　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
や
む
を
得
ず

延
期
や
中
止
の
処
置
を
行
っ
た
。
ま
た
手

洗
い
・
う
が
い
の
励
行
を
指
導
し
、
マ
ス

ク
の
配
布
・
着
用
及
び
家
庭
の
緊
急
連
絡

体
制
の
徹
底
を
指
導
し
て
い
る
。

問
⑤　

学
校
給
食
食
材
の
地
産
地
消
に
取

り
組
む
考
え
は
。

答　

Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
、
地
元
生
産
者
団
体

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
流
通
体
制
を
確

保
し
、
地
元
食
材
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
。

問
⑥　

宇
佐
高
校
の
定
員
が
１
学
級
減
の

５
ク
ラ
ス
に
な
る
。
適
正
教
員
配
置
は
６

ク
ラ
ス
だ
が
、
元
に
戻
す
働
き
か
け
は
。

ま
た
、
中
学
３
年
生
の
進
路
指
導
は
。

県立宇佐高校

行
財
政
と
生
活
道
路
に
つ
い

て

中
島 

孝
行　

議
員

宇
佐
高
校
を
６
ク
ラ
ス
に
戻

す
働
き
か
け
は

永
松 

　

郁　

議
員
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答　

ト
イ
レ
表
示
及
び
駐
車
場
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
補
修
に
つ
い
て
は
早

急
に
対
処
す
る
。

問
③　

道
の
駅
「
い
ん
な
い
」
の
管
理
に

つ
い
て
。

答　

今
年
度
は
、
店
内
外
の
環
境
整
備
等

を
図
る
た
め
「
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事

業
」
と
し
て
、
柚
子
の
里
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
看
板
及
び
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
、
店

内
販
売
棚
・
ケ
ー
ス
の
更
新
、
農
産
物
の

品
揃
え
充
実
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す
る

予
定
に
し
て
い
る
。

問
④　

東
九
州
自
動
車
道
及
び
関
連
道
路

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答　

東
九
州
自
動
車
道
の
予
算
に
は
変
更

は
な
い
。
今
後
、
市
が
予
定
し
て
い
る
長

峰
地
区
２
本
の
工
事
用
道
路
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
発
注
に
向
け
て
予
定
通
り
作
業
を

進
め
て
い
る
。

問
⑤　

保
育
園
や
給
食
セ
ン
タ
ー
、
小
菊

寮
、
妙
見
荘
な
ど
の
施
設
の
民
間
委
託
に

つ
い
て
。

答　

こ
れ
ら
の
福
祉
施
設
や
学
校
教
育
施

設
に
つ
い
て
は
、
単
に
施
設
管
理
だ
け
で

な
く
、
生
命
や
食
の
安
全
に
直
接
関
わ
る

と
い
う
問
題
も
あ
り
、
現
時
点
で
は
方
向

性
が
決
定
し
て
い
な
い
。

問
⑥　

重
い
物
の
搬
出
が
困
難
な
高
齢
者

家
庭
の
不
燃
物
の
収
集
に
つ
い
て
。

答　

廃
棄
物
減
量
等
の
会
議
を
開
催
し
、

協
議
を
行
う
中
で
自
治
委
員
や
推
進
員
の

協
力
を
得
な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た
い
。

施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
も
ち
ろ
ん
学

習
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
な
ど

地
域
の
方
々
と
連
携
を
図
る
。
ま
た
、
宇

佐
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
の
指
導
者
研

修
会
の
実
施
を
支
援
し
、
情
報
交
換
や
子

育
て
の
研
修
を
促
進
し
て
い
る
。
今
後
は
、

児
童
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
、
学
校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

の
在
り
方
や
組
織
化
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
け
る
か
を
、
教
育
委
員
会
と
し
て
検

討
を
し
て
い
く
。

問
④　

中
心
駅
は
柳
ケ
浦
駅
と
い
う
宇
佐

市
の
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

答　

「
宇
佐
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」
に

お
い
て
、
柳
ケ
浦
駅
を
玄
関
駅
、
宇
佐
駅

を
観
光
拠
点
駅
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

問
⑤　

駅
有
料
駐
車
場
料
金
、
１
日
４
百

円
は
高
い
と
は
思
わ
な
い
が
、
時
間
帯
や

時
間
制
で
も
う
少
し
細
か
い
設
定
を
。

答　

経
済
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
で
、
老

朽
化
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
の
更
新
が
行
わ

れ
時
間
・
料
金
の
細
か
い
設
定
が
可
能
に

な
っ
た
。
現
行
の
料
金
を
尊
重
し
つ
つ
、

類
似
施
設
を
参
考
に
し
な
が
ら
利
用
実
態

に
即
し
た
設
定
を
検
討
し
て
い
く
。

問
①　

両
院
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
。

答　

Ｐ
Ｒ
不
足
か
ら
か
全
国
的
に
は
知
名

度
が
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後

は
、
宇
佐
神
宮
な
ど
と
併
せ
た
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
観
光
と
し
て
積
極
的
に
売
り
出
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
②　

国
重
要
文
化
財
「
龍
岩
寺
」
の
環

境
整
備
に
つ
い
て
。

答　

教
育
長
会
で
要
望
す
る
。
ま
た
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
と
連
携
し
陳
情
を
行
っ
て
い
く
。

問
⑦　

駅
館
児
童
ク
ラ
ブ
が
駅
館
小
グ
ラ

ン
ド
に
決
定
し
た
。
関
係
機
関
協
議
は
。

答　

学
校
関
係
機
関
、
校
区
内
の
関
係
者

と
協
議
・
確
認
作
業
を
し
て
い
る
。

問
①　

市
長
就
任
７
ヶ
月
が
経
過
、
各
種

行
事
へ
の
出
席
や
行
政
手
腕
は
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
さ
ら
に
充
実
し
た

市
政
運
営
の
た
め
に
、
懸
案
の
副
市
長
の

選
任
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

重
要
な
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
一
刻
も
早

い
選
任
を
し
た
い
が
、
現
在
ま
で
そ
の
職

に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
が
見
つ
か
ら
な
い
。

問
②　

各
課
の
事
業
執
行
は
ど
う
い
っ
た

手
順
や
会
議
で
決
定
さ
れ
る
の
か
。

答　

重
要
施
策
な
ど
に
つ
い
て
は
、
関
連

す
る
部
課
で
の
協
議
・
調
整
を
経
て
、
庁

議
に
付
議
し
、
審
議
を
行
う
。
各
部
相
互

の
総
合
調
整
や
情
報
交
換
で
適
正
な
事
業

執
行
に
努
め
て
い
る
。

問
③　

教
育
は
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
一

体
感
が
必
要
で
あ
る
と
長
年
言
わ
れ
て
お

り
、
少
年
犯
罪
の
低
年
齢
化
や
児
童
、
生

徒
の
交
通
マ
ナ
ー
の
低
下
な
ど
、
子
供
た

ち
の
健
全
育
成
に
は
欠
か
せ
な
い
と
思
う
。

学
校
教
育
課
と
生
涯
学
習
課
の
横
断
的
な

柳ケ浦駅駐車場の料金所

両
院
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

大
隈 

尚
人　

議
員

一
日
も
早
い
副
市
長
の
選
任

を

斉
藤 
文
博　

議
員

院内町龍岩寺の仏像



8うさ議会  2010.2.5 410

い
管
理
を
目
指
し
て
い
く
。

問
④　

22
年
度
は
、
是
永
市
政
と
し
て
２

年
目
と
な
る
わ
け
だ
が
、
大
分
県
一
の
地

域
自
治
体
を
目
指
す
上
で
、
ど
の
よ
う
に

地
域
間
競
争
で
埋
没
し
な
い
宇
佐
市
を
目

指
し
て
い
く
の
か
。

答　

市
長
選
で
示
し
た
10
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ

ス
ト
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

県
内
一
の
平
野
を
有
す
る
当
市
に
お
い
て

６
次
産
業
に
も
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
①　

市
長
は
自
ら
の
思
い
を
22
年
度
予

算
に
反
映
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
方
針
で
臨
む
の
か
。

答　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
政
策
目
標
を
重
点

的
・
戦
略
的
に
実
施
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
展
開
し
て
き
た
政
策
事
業
、

さ
ら
に
市
民
対
話
で
議
論
し
て
き
た
政
策

課
題
に
、
種
を
ま
き
将
来
へ
の
発
展
の
芽

を
生
み
出
す
た
め
、
来
年
度
予
算
は
「
再

生
芽
出
し
予
算
」
と
位
置
付
け
る
。

　

特
に
、
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
新

た
に｢

足
と
ア
イ
デ
ア
芽
出
し
枠（
仮
称
）｣

の
特
別
枠
を
設
け
る
。

問
②　

教
職
員
人
事
評
価
に
つ
い
て
。

⑴　

市
教
委
が
担
当
す
る
調
整
作
業
や
校

長
の
評
価
は
適
正
に
行
な
わ
れ
た
と
考
え

円
、
21
年
11
月
末
現
在
、
10
件
２
４
２
万

５
千
円
。
募
集
方
法
は
納
税
応
援
市
民
会

議
の
開
催
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
。
納
税
額
は
大

分
県
下
九
重
町
に
続
き
第
２
位
。

⑵　

先
に
研
修
に
行
っ
た
岩
手
県
遠
野
市

は
「
で
、
く
ら
す
遠
野
市
民
証
」
を
訪
れ

る
人
達
に
お
願
い
し
て
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。
平
成
20
年
は
43
件
で
２
３
５
３
万
円
。

宇
佐
市
で
も
知
恵
を
出
し
て
み
て
は
。

答　

今
後
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問
①　

職
員
の
人
数
等
、
行
革
に
関
し
て

様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
今
の

ま
ま
で
は
数
字
だ
け
の
議
論
と
な
っ
て
い

問
⑦　

中
山
間
直
接
支
払
い
に
つ
い
て
。

答　

事
務
的
経
費
が
見
直
さ
れ
る
も
の
の

今
ま
で
通
り
に
実
施
の
予
定
で
あ
る
。

問
①　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

⑴　

現
在
宇
佐
市
で
も
大
流
行
の
兆
し
で

あ
る
が
、
ど
の
様
な
行
動
計
画
が
出
来
て

い
る
の
か
。

答　

大
流
行
に
な
れ
ば
自
治
体
の
機
能
が

麻
痺
、
住
民
の
生
活
混
乱
、
社
会
機
能
の

維
持
さ
え
困
難
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

対
策
は
①
健
康
危
機
管
理
体
制
の
構
築　

②
情
報
の
収
集
と
提
供　

③
感
染
拡
大
防

止　

④
感
染
者
へ
の
支
援
体
制　

⑤
社
会

的
機
能
の
維
持
。　

⑵　

宇
佐
市
の
子
供
達
へ
千
財
農
園
さ
ん

が
「
う
が
い
用
」
に
と
、
お
茶
を
沢
山
寄

贈
し
て
く
れ
た
と
聞
く
が
本
当
か
。

答　

金
額
に
し
て
50
万
円
位
。
市
内
の
小

中
学
校
へ
配
布
、
子
供
達
か
ら
喜
ば
れ
て

い
る
。

問
②　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

⑴　

現
在
宇
佐
市
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
額

は
ど
の
位
あ
る
の
か
。
平
成
20
年
６
月
の

答
弁
の
中
で
市
長
は
じ
め
管
理
職
職
員
が

一
丸
と
な
り
募
集
す
る
と
言
わ
れ
た
が
、

ど
の
様
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
20
年
が
25
件
で
３
０
１
万
５
千

る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

10
年
先
・
20
年
先
の
宇
佐
市
の
状
況
を

想
定
し
、
各
課
ご
と
各
業
務
に
対
し
て
、

内
容
と
責
任
を
考
慮
し
、
正
職
員
が
何
名

程
度
必
要
か
、
臨
時
職
員
や
パ
ー
ト
、
ま

た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
対
応
で
き
る
仕

事
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。
ま
ず
は
役
所

内
部
で
、
国
の
事
業
仕
分
け
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
市
の
業
務
仕
分
け
を
行
え

な
い
も
の
か
。

答　

市
民
が
求
め
る
役
所
の
あ
り
方
を
注

意
深
く
感
じ
と
り
な
が
ら
、
あ
る
べ
き
姿

を
求
め
て
い
く
一
環
と
し
て
、
ま
ず
は
議

論
し
て
い
く
。

問
②　

平
成
元
年
か
ら
の
陳
情
が
数
百
も

溜
ま
っ
て
い
る
が
、
自
治
会
長
が
数
年
で

変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
過
去
の
陳
情
を
全

て
把
握
す
る
の
は
困
難
で
は
な
い
か
と
思

う
。
ま
た
、
４
０
０
近
く
あ
る
自
治
区
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
陳
情
を
受
け
れ
ば
、
溜

ま
っ
て
い
く
の
は
当
然
だ
と
思
う
。
地
域

バ
ラ
ン
ス
や
地
域
の
特
色
等
を
考
え
れ
ば
、

小
学
校
区
単
位
の
自
治
会
の
集
ま
り
の
中

で
、
あ
る
程
度
精
査
し
取
り
ま
と
め
て
も

ら
い
、
提
出
し
て
も
ら
う
の
は
ど
う
か
。

答　

今
ま
で
に
、
そ
の
よ
う
な
発
想
や
議

論
が
な
か
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
自
治
会
の

方
に
投
げ
か
け
て
み
た
い
。

問
③　

市
が
管
理
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
、
芝
生
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
一
元

管
理
す
べ
き
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

現
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
よ
り
良

遠野市のパンフレット

来
年
予
算
編
成
方
針
は

三
浦 

長
男　

議
員

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ

い
て　

宮
丸 
龍
美　

議
員

宇
佐
市
政
・
行
政
の
未
来
像

辛
島 
光
司　

議
員
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る
か
。

答　

学
校
長
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
等

か
ら
情
報
を
収
集
し
、
客
観
的
な
評
価
に

努
め
て
い
る
。
評
定
作
業
は
適
正
に
実
施

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。　

⑵　

こ
の
制
度
が

｢
教
職
員
の
意
欲
・
資

質
の
向
上
を
図
り
、
学
校
が
児
童
生
徒
の

た
め
今
以
上
に
活
力
あ
る
協
力
・
協
働
の

組
織
と
し
て
機
能
す
る
こ
と｣
と
あ
る
が
、

実
現
可
能
か
。

答　

管
理
職
が
自
分
の
学
校
経
営
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
勤
務
実
態
を

さ
ら
に
把
握
す
る
努
力
を
行
な
う
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
指
導
状
況
を
踏
ま
え

て
部
下
へ
の
指
導
を
さ
ら
に
心
が
け
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

問
③　

民
生
委
員
の
担
当
区
域
に
つ
い
て
。

⑴　

活
動
補
助
金
と
活
動
交
付
金
の
違
い

と
配
布
基
準
は
。

答　

民
生
委
員
活
動
補
助
金
は
市
単
独
の

事
業
と
し
て
、
１
人
当
り
２
０
、
０
０
０

円
、
民
生
委
員
活
動
費
交
付
金
は
国

の
交
付
基
準
に
基
づ
い
て
１
人
当
り

５
８
、２
０
０
円
な
ど
で
あ
る
。

⑵　

近
年
の
人
口
変
動
に
よ
り
、
担
当
区

域
の
人
口
に
大
き
な
差
が
出
て
き
て
い
る
。

活
動
区
域
割
り
を
考
え
直
す
時
期
に
来
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

増
員
に
つ
い
て
は
非
常
に
難
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
特
定
の
委
員
の
負
担
が
大

き
く
な
ら
な
い
よ
う
区
域
割
り
の
見
直
し

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問
①　

院
内
支
所
耐
震
調
査
結
果
は
。

答　

構
造
部
分
の
目
視
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
構
造
的
に
も
危
険
で
あ
る
と
さ
れ
、

耐
震
診
断
の
経
費
を
か
け
る
ま
で
も
な
く

と
調
査
報
告
を
受
け
、
そ
の
事
か
ら
耐
震

診
断
を
行
っ
て
い
な
い
。

問
②　

今
後
の
改
築
計
画
は
。

答　

耐
震
構
造
上
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
改
築
の
時
期
が
来
て
い
る
と
言
え

る
。
院
内
地
域
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
た
め
、
院
内
地
域
に
ふ
さ

わ
し
い
支
所
機
能
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

上
で
、
22
年
度
以
降
の
宇
佐
市
総
合
計
画

に
反
映
さ
せ
る
予
定
。

問
③　

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
。

答　

駆
除
期
間
中
の
捕
獲
報
奨
金
は
今
年

度
か
ら
捕
獲
実
績
の
全
頭
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
。
今
後
、
ま
す
ま
す
深
刻
さ
が

増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
有
害
鳥
獣
駆
除

を
円
滑
に
実
施
す
る
観
点
か
ら
、
県
下
の

状
況
等
を
考
慮
し
た
上
で
助
成
制
度
の
見

直
し
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
④　

地
籍
調
査
事
業
の
再
開
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
な
調
査
区
域
の
選
定
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。

答　

旧
市
町
の
休
止
前
の
計
画
に
沿
っ
て

山
間
部
の
調
査
か
ら
再
開
を
考
え
て
い
る
。

宇
佐
は
長
峰
校
区
、
院
内
は
中
部
校
区
、

安
心
院
は
深
見
地
区
を
選
定
し
て
い
く
。

平
成
23
年
度
以
降
か
ら
本
格
調
査
を
予
定

し
て
い
る
。

問
⑤　

低
迷
す
る
畜
産
業
界
の
支
援
を
含

め
た
振
興
策
は
。

答　

飼
料
の
価
格
の
高
騰
や
景
気
後
退
に

よ
る
牛
肉
や
牛
乳
の
消
費
減
退
に
よ
り
非

常
に
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
。
子

牛
の
系
統
間
の
価
格
差
も
大
き
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
優
良
肉
用
牛
繁

殖
雌
素
牛
の
導
入
等
に
よ
る
優
良
子
牛
の

生
産
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
と
し

て
も
肉
用
牛
飼
養
農
家
の
経
営
安
定
と
畜

産
振
興
を
図
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

低迷する畜産業界（モー限界）

院
内
支
所
改
築
に
つ
い
て

衛
藤 

正
明　

議
員

宇佐小学校

文教福祉常任委員会では所管する事

務の調査として、平成21年12月11日

に、建て替え工事の始まった柳ヶ浦

小学校、老朽化の激しい八幡小学校、

耐震化工事の終わった宇佐小学校の

３校を視察し、各学校の現状調査を

行いました。

文教福祉常任委員会 現
地
調
査

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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編

集

後

記

編
集
／
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

12

「
街
な
み
環
境
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
同
県

伊
勢
市
へ
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
選
挙
の
年
で
あ
り
衆
議
院
選
挙
で

は
、
予
想
を
超
え
る
民
主
党
の
圧
勝
で
し
た
。

　

誕
生
し
た
民
主
党
の
政
権
は
、「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」「
国
民
生
活
が
一
番
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
環
境
問
題
に
対
し
て
も
決
意
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
環
境
省
の
温
暖
化
対

策
「
一
村
一
品
・
知
恵
の
環
づ
く
り
」
事
業

は
地
球
温
暖
化
防
止
を
家
庭
や
学
校
、
地
域

か
ら
進
め
よ
う
と
優
れ
た
取
り
組
み
を
掘
り

起
こ
す
た
め
、
都
道
府
県
単
位
で
全
国
か
ら

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
大

分
県
内
か
ら
27
点
の
応
募
が
あ
り
、
大
分
市

で
「
大
分
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
大
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る

と
温
暖
化
防
止
、
温
暖
化
対
策
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
官
僚
依
存
を
脱
し
た
政
治
の
実
現
に

向
け
て
無
駄
遣
い
排
除
、
財
源
確
保
の
た
め
の

事
業
仕
分
け
に
全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
の
鳩
山
政
権
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い

る
偽
装
献
金
問
題
や
普
天
間
飛
行
場
の
移
転
を

巡
り
何
回
と
な
く
党
内
外
に
波
紋
が
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
鳩
山
政
権
に
と
っ
て
は
、
本
年

が
様
々
な
問
題
を
乗
り
切
っ
て
い
く
真
価
が
問

わ
れ
る
年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
は
、
最
も
身
近
な
宇
佐
市

長
選
が
あ
り
、
チ
ェ
ン
ジ
を
掲
げ
た
是
永
市

長
が
、
十
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
当
選

し
ま
し
た
。
財
政
の
乏
し
い
宇
佐
市
に
と
っ

て
は
、
是
永
市
長
に
期
待
し
て
い
る
市
民
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
期
待
の
一
つ
が
、

最
近
の
議
会
傍
聴
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
市

長
だ
け
で
は
な
く
議
会
に
と
っ
て
も
い
い
刺

激
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

 

（
Ｎ
・
Ｏ
）

地
区
の
伝
統
行
事

を
後
世
に

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る

下
乙
女
地
区
（
塚
原
）
の
こ

と
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
集
落
の
東
は
黒
川
に

接
し
、
日
豊
本
線
が
東
西
に

貫
通
し
て
お
り
、
周
囲
は
田

ん
ぼ
に
囲
ま
れ
北
に
は
豊
前

海
が
開
け
た
、
緑
豊
か
で
電

車
の
音
以
外
は
静
か
な
田
園

地
帯
で
す
。

　

ま
た
、
地
区
に
あ
る
乙
咩
神
社
は
５
世
紀

頃
の
古
墳
の
上
に
、
西
暦
7
1
0
年
（
奈

良
時
代
7
1
0
〜
7
9
4
年
）
に
創
建
さ

れ
た
、
宇
佐
神
宮
に
古
く
関
わ
る
伝
統
あ
る

神
社
で
す
。
ち
な
み
に
、
2
0
1
0
年
に
は

1
3
0
0
年
祭
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
今
で
は
他
地
区
で
は
廃す

た

れ

て
し
ま
っ
た
い
ろ
ん
な
行
事
も
伝
承
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
月
の
最
初
の
午
の
日
に
は
初

午
の
お
祭
り
が
あ
り
、
行
事
そ
の
も
の
は
近

く
の
お
稲
荷
様
に
お
参
り
す
る
だ
け
で
す

が
、
地
区
の
皆
さ
ん
が
座
元
に
集
い
会
食
を

し
て
、
新
年
の
五
穀
豊
穣
の
祈
願
と
し
ま
す
。

ま
た
、
春
分
の
日
と
秋
分
の
日
に
近
い
「
戌
」

の
日
に
は
、
社
日
様
の
お
祭
り
が
催
さ
れ
ま

す
。
春
に
は
今
年
も
豊
作
で
あ
る
こ
と
を
祈

り
、
秋
の
社
日
祭
で
は
恵
み
の
収
穫
に
感
謝

し
つ
つ
、
み
ん
な
で
た
わ
い
の
な
い
事
を
話

し
な
が
ら
酒
食
の
宴
を
催
し
ま
す
。

　

実
は
、
ど
こ
も
同
じ
で
す
が
農
業
の
取
り

組
み
は
昔
と
は
様
変
わ
り
し
、
殆
ど
の
兼
業

農
家
は
働
き
手
を
無
く
し
小
作
に
お
願
い
し

て
い
る
現
況
で
、
百
姓
の
神
様
と
は
ご
縁
が

薄
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
や
限
界
集
落
に

陥
っ
て
い
る
私
た
ち
の
地
区
で
は
、
こ
の
よ

う
な
伝
統
行
事
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

親
睦
の
場
と
し
て
後
世
に
継
承
し
、
協
調
と

和
の
あ
る
下
乙
女
地
区
の
発
展
に
繋
が
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
下
乙
女　

永
松
）

市民の声

Ａ Ｅ Ｄ 講 習 会

市役所玄関横に設置された自動交付機

（東京都狛江市）

休
日
で
も
「
住
民
票
」
「
印
鑑
証
明
書
」
等
の
交

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

各
常
任
委
員
会

　
　
　

の
視
察
報
告

◎
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
平
成
21
年

10
月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
孤
独
死

ゼ
ロ
を
め
ざ
し
た
「
高
齢
者
福
祉
対
策
」

に
つ
い
て
東
京
都
狛
江
市
へ
、「
民
間
か

ら
の
校
長
登
用
」
に
つ
い
て
栃
木
県
宇
都

宮
市
へ
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

◎
建
設
環
境
常
任
委
員
会

　

建
設
環
境
常
任
委
員
会
で
は
、
平
成
21

年
10
月
26
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、「
P
Ｆ

Ｉ
方
式
を
導
入
し
た
市
営
住
宅
の
建
て
替

え
事
業
」
に
つ
い
て
三
重
県
四
日
市
市
へ
、

講習の様子

PFI（民間資金等活用事業）導入で

建設コスト縮減！四日市市の市営住宅

　

最
近
、
公
共
の
場
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
設
置
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
一
般
の
方
が
使
用
す
る

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
議
会
で
は
、

昨
年
の
12
月
16
日
に
議
員
全
員
参
加
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
講
習
会
を
行
い
、
そ
の
効
果
や
使
用
方
法
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。


